
新しいサインについて
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学生たちが大学で、アクティブに学ぶための空間、施設の
在り処を示唆する場所を「灯（ともす）」と「光（ひかる）」を
コンセプトにデザインしたサインボードに記している。学
生たちが新しい学び、体験を身につける原風景となるよう
な象徴的な造形を志している。
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「さらなる前進」という意味をもつ「PLUS ULTRA－（プルスウルトラ－）」は、
地域と学生をつなぐ、よりオープンなスタジオ空間として設計されています。学
内外の方々を交えて、セミナーやカンファレンス、講義・会議、ワークショップ、
エキシビションなど、さまざまなアクティビティをフレキシブルに展開することが
できます。

PLUS ULTRA-

サロン

キャリア開発室

地域連携センター

「キャンパスにもっと学生の場所を」をコンセプトに、大和キャンパスでは、館内の大幅リニューアルを実施。

学修用フリースペースとして、本部棟に４つのコモンズがオープン、交流棟もリニューアルしました。

4つのコモンズがオープン、交流棟リニューアル
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グローバルコモンズ
・インナーコモンズ
・アウターコモンズ

スチューデントコモンズ

ディスカバリーコモンズ（図書館）

大講義室

【本部棟】
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教員スペース
（事業構想学群・基盤教育群スペース）

教員スペース（看護学群）

講義室・演習室スペース

講義室・演習室スペース

データ＆メディアコモンズ
・オープンスタディ
・デジタルリサーチ
・メディアシアター
・サポートオフィス

コミュニケーションエリア
（テラス）

講堂

コミュニケーションエリア
・エントランス
・カフェテリア
・売店

コミュニケーションエリア


